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さまじめに   
オーギュスト・ワルラス（180卜1866）は一般均衡理論の創始者として名高いレオン・  
ワルラス（1834－1910）の父である。本稿で取り上げる『社会的富の理論十経済学の基本  
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第1節 事物を媒介とした社会的関係  




分化の状態にある世界に最初の領域が生じ、学問的な分析が始まる。   
人間と外界の事物との間にいかなる関係があるか、経済学の対象としてどのような関係  
が重要なのだろうか。第1節ではオーギュスト・ワルラスがどのように人間をとらえ、事  































るのである。   
ここで注意すべきことは、こうした人間と外界の事物の関係には何ら社会が含意されて  
いないことである。一人の人間が何らかの力能を期待して外界の事物を求めるという状況  





















































56   
をもつものである。また「社会的嘗」は所有されうるものであるがゆえに、所有権の媒介  
的対象となる。これらの相違は観点の違いによるものであって、対象としているのは同じ  
量的に制限された有用なものなのである。   
所有の理論については第5節で述べることにして、次節では経済学が扱う希少性の概念、  
それから効用と交換価値の区別について詳しくみていきたい。  
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よって、より豊かになったり貧しくなったりするであろう。10   
交換価値の所有者は占有したいという思いに駆られている人間の数が多いか少ないかに  
よって、豊かになったり、貧しくなったりするという。このような希少性の程度のとらえ  
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0倍に催しうるということは、確定的事項である。16   
この交換価値の可測性からオーギュスト・ワルラスは経済が精密科学に導かれていくと  
いう。 この延長に、息子レオン・ワルラスが純粋経済学という厳密な数理経済学の体系を  






















般に希少ではなく、社会的富の一部をなさない。19   









に対して欲求を持つ人間の数との関係によって決まるのであった。   












62   
だけ有用なものを欲しているかを数量化できないのである。要するにオーギエストの体系  
では、現実の価格と欲求との対応関係についての説明がない。   
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（2）社会的富の三要素   
さて、ここでオーギエストが採用した階級観について述べておきたい。それは、土地所有  
者、資本家、労働者という三階級である。これはリカードに代表される古典派の近代社会  





下では順に資本の属性についてみていく。   
土地はまず、「自然的資本」である。これは自然によってもたらされた生産手段である。  
人間は土地を生み出しえない。それから、土地は消費されない資本である。土地の消費は  
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70   
在はどのように説明されるのか、ティエールは土地所有者を労働者に仕立て上げることで  
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（1）土地国有化論について   
所有には二つの形態がある。自分のものとして所有される「私有」と、共同のものとして  
所有される「公有」である。オーギュストによれば、∴所有がいずれの形態をとるかは、も  
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これこそが所有権の真の対象なのである。所有はものを人格と結びつけるのではない。  
それは人格どうしを結びつけるのである。53   
所有権の真の対象は二つの人格的存在であって、ものは権利の対象ではないとオーギエス  
トは言う。ではなぜ、人格とものとの関係ではないのだろうか。そもそも、所有権は人格  
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